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会議内容

2

１．前回技術部会の意見と対応 P3～P8

２．天文潮位、潮位偏差等に関する調査結果について P9～P27

３．本日に報告する検討内容 P28～P29

４．気候変動を踏まえた計画外力の検討結果 P30～P68

５．気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価 P69～P73

６．本日に議論していただきたいこと P74～P77

７．今後のスケジュール P78～P80



１. 前回技術部会の意見と対応

3

① 天文潮位について
② 高潮推算・波浪推算の再現計算について
③ 気候変動前後の外力試算結果について
④ その他



１. 前回技術部会の意見と対応

4

① 天文潮位について

No. 意見 回答・対応方針 頁

１

熊野灘区間のH.W.Lの現行計画値は最
近の潮位観測値と比べて低くなっている
ことは、地盤沈降などを潮位観測値にき
ちんと反映されているとの理解で良いか。

地殻変動や基準面の変更等について気
象台にお問い合わせしたが、潮位観測
値から地殻変動による影響を分離する
ことは研究レベルと考えており、現状で
は難しいとの回答をいただいた。
また、基本水準点の2000年度平均成果
改定に伴った観測基準面の標高への影
響が大きいことを確認でき、潮位観測値
の補正を行った。

Ｐ10
～
Ｐ20

２

尾鷲における1986年より前の潮位観測
値についても整理し、長期間の傾向を
確認した上で13cmの潮位上昇をどのよ
うに扱うのかを検討する必要がある。

上記同様。
Ｐ10
～
Ｐ20

３
天文潮位の見直しについて、案1は気候
変動を二重カウントしていないか。

案1は安全を見込んで天文潮位が最も
高く出る案として作成されているもので
ある。

―



１. 前回技術部会の意見と対応
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① 天文潮位について

No. 意見 回答・対応方針 頁

４

地殻変動の影響が無く、潮位が上がっ
ていると考えられる場合には2℃上昇の
海面上昇予測値を使うと過小評価にな
る可能性があるので、予測値よりも大き
い上昇量を見込む必要があると考える。
2℃上昇の海面上昇量の幅の上限に近
い値を採用している都道府県もある。

隣県の検討結果との整合性をとりなが
ら検討していく。

―

５

平均海面水位の上昇は一度発生すると
下がるものではなく、気温の上昇が止
まっても、継続して上昇する。そのような
リスクを考えるとしっかりと対応しておい
たほうが良く、2℃上昇の上限値を使うと
いうことは、リスク管理の一つとなる。

上記同様。

―



１. 前回技術部会の意見と対応
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② 高潮推算・波浪推算の再現計算について

No. 意見 回答・対応方針 頁

１

伊勢湾台風の高潮再現計算の確認に
おいて、検証データが痕跡高である部
分に関しては誤解がないように明記した
ほうが良い。

ご指摘のとおり資料の修正を行う。

―

２
沖波波浪推算のメッシュサイズを約1km
で実施することは問題ない。

ご指摘のとおり検討を進めていく。
―



１. 前回技術部会の意見と対応
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③ 気候変動前後の外力試算結果について

No. 意見 回答・対応方針 頁

１

高潮推算に伴う波浪の計算結果につい
て、気候変動前後の変化倍率を算出し、
中部地整の過年度検討結果と同じぐら
いの倍率になったという事実があった方
がその倍率の信頼性が増すと考えられ
る。

気候変動前後の高潮推算の中間結果
より波浪の変化倍率を整理し、中部地
整の過年度検討成果とほぼ同様な結果
となることを確認した。

P67

２

原則として、気候変動があるのに現状よ
り外力が低下するというのはない。少な
くとも現行計画未満にはならないように
するような最終的な判断が必要と思う。

ご指摘のとおり防護水準は維持するも
のとする。

―

３

伊勢湾台風について、気象庁の報告や
過去の論文等を参考にすると、尾鷲で
は2m位の潮位偏差が発生したと記載さ
れている。何らかの振幅を含んだ瞬間
値かもしれないが、もう少し調べてほし
い。

気象庁にお問い合わせした結果、尾鷲
は当時欠測中か何かで記録がなく、当
該時の極値となる痕跡の値（最高潮位）
に対する偏差が流通しているものである
との回答をいただいた。
また、公開資料や関連論文、関連書籍
を収集整理し、2m近くの最大潮位偏差
は痕跡による推定された値であることを
確認できた。

Ｐ21
～

P27



１. 前回技術部会の意見と対応
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④ その他

No. 意見 回答・対応方針 頁

１
隣県と意思統一する必要があるので、
情報共有等、連携しながら進めて欲しい。

ご指摘のとおり検討を進めていく。
―



２. 天文潮位、潮位偏差等に関する
調査結果について

9



２.１ 天文潮位の見直しについて

10

2.1.1 潮位観測データの各基準面との関係
2.1.2 2000年度平均成果への改定前の潮位観測値の取扱い
2.1.3 津松阪港の潮位観測値の取扱い
2.1.4 天文潮位の見直し案
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観測潮位（四日市港） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+1.05m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+1.03m

現計画 T.P.+1.11m

③T.P.+1.05m ⑤T.P.+0.99m ⑥T.P.+1.08m

④T.P.+1.11m
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観測潮位（長島港） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近8年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2015年～2022年

T.P.+0.84m

現計画 T.P.+0.58m

⑥T.P.+0.86m
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観測潮位（津松阪港） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+1.11m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+1.07m

現計画 T.P.+0.94m

③T.P.+1.03m ⑤T.P.+1.09m ⑥T.P.+1.13m

④T.P.+1.10m
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観測潮位（尾鷲） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.83m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+0.70m

現計画 T.P.+0.58m
⑤T.P.+0.79m ⑥T.P.+0.85m

④T.P.+0.77m
③T.P.+0.70m

2.1 天文潮位の見直しについて

11

第2回技術部会において提示した潮位観測データ
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観測潮位（鳥羽） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.97m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+0.92m

現計画 T.P.+0.81m

③T.P.+0.91m ⑤T.P.+0.97m ⑥T.P.+1.00m

④T.P.+0.97m
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観測潮位（熊野） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.85m

現計画 T.P.+0.58m
⑥T.P.+0.88m



2.1.１ 潮位観測データの各基準面との関係
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2.1.1.1 潮位観測基準面の設定根拠
観測潮位に含まれると想定される地盤変動による影響を考慮するため、以下に示す3種類の公開資料をも
とに整理した。出典の出所により観測基準面などの高さは若干異なる。

①：観測所属性情報 (日本海洋データセンター(J-DOSS))
②：観測所基準面の履歴 (気象庁)
③：取付水準成果表 (海岸昇降検知センター)

③

①②

出典：国総研資料No.855,p4
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③取付水準成果表（海岸昇降検知センター）

2.1.1.2 潮位観測基準面の設定根拠：尾鷲潮位観測所
①観測所属性情報、②観測所基準面の履歴において、特に赤枠で囲んだ箇所の期間では観測基準面の
標高が11cm程度変動している（見かけ上、T.P.に対して観測基準面が11cm高くなったことになる）。これは、
③の取付水準成果表から分かるように、取付水準点の標高が改定されたことによるものである。

①観測所属性情報(J-DOSS)

②観測所基準面の履歴（気象庁）

147.2cm-158.0cm = -10.8cm

147.2cm-158.0cm = -10.8cm

2.8154m-2.7056m = 10.98cm

観測基準面の高さが、
T.P.-158.0cm（1982）
から
T.P.-147.2cm（2003）
に変更（+10.8cm上昇）

取付水準点の高さが、
T.P.+2.7056m（～2000.8）
から
T.P.+2.8154m（2002.4～）
に変更（+10.98cm上昇）

観測基準面上の球分体の高さが一定であるこ
とから、観測基準面のみが変更となっている

+10.98cm

+10.8cm

2.1.１ 潮位観測データの各基準面との関係
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③取付水準成果表（海岸昇降検知センター）

2.1.1.3 潮位観測基準面の設定根拠：鳥羽潮位観測所
①観測所属性情報、②観測所基準面の履歴において、特に赤枠で囲んだ箇所の期間では観測基準面の
標高が6cm程度変動している（見かけ上、T.P.に対して観測基準面が6cm高くなったことになる）。これは、③
の取付水準成果表から分かるように、取付水準点の標高が改定されたことによるものである。

①観測所属性情報(J-DOSS)

②観測所基準面の履歴（気象庁）

281.5cm-287.8cm = -6.3cm

281.5cm-287.8cm = -6.3cm

5.4288m - 5.3661m = 6.27cm

観測基準面の高さが、
T.P.-287.8cm（1987）
から
T.P.-281.5cm（2003）
に変更（+6.3cm上昇）

取付水準点の高さが、
T.P.+5.3661m（～1998.2）
から
T.P.+5.4288m（2002.4～）
に変更（+6.27cm上昇）

観測基準面上の球分体の高さが一定であるこ
とから、観測基準面のみが変更となっている

+6.27cm

+6.3cm

2.1.１ 潮位観測データの各基準面との関係
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出典：基本水準点の２０００年度平均成果改定に伴う公共水準点成果改定マニュ
アル（案）(国土地理院)
https://psgsv2.gsi.go.jp/koukyou/download/hyoukou_manual.pdf

出典：https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/suijun-2000seika.html

2.1.1.4 2000年度平均成果について
基本水準点の2000年度平均成果改定に伴い、改定量（水準点の見かけ上の標高の変化）が数十cm程度
になっている箇所もある。改定量の特徴としては、平地部ではほとんど影響しないが、山岳地帯では影響が
大きい。
また、東京付近はほとんど差が無く、北海道側でマイナス傾向、九州・四国側でプラス傾向となっている。
→三重県はプラス傾向

2.1.１ 潮位観測データの各基準面との関係



2.1.2 2000年度平均成果への改定前の潮位観測値の取扱い
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2.1.2.1 補正前後の経年観測基準面標高
各潮位観測所の補正前後の経年観測基準面の標高を下記のグラフに示す。

基本水準点の2000年度平均成果改定により生じた観測基準面標高の段差がなくなったことを確認できる。

鳥羽潮位観測所 補正前後の経年観測基準面標高

-2.8780 -2.8769 -2.8776

-2.8149-2.8142 -2.8142 -2.8149 -2.8149

-2.90

-2.88

-2.86

-2.84

-2.82

-2.80

-2.78

1984 1992 1998 2002

観
測
基
準
面
の
標
高
（
T.
P
.,
m
）

補正前の観測基準面標高

補正後の観測基準面標高（1986年～2001年が対象）

-1.5806 -1.5830
-1.5766 -1.5774

-1.4676-1.4708 -1.4732
-1.4668 -1.4676 -1.4676

-1.60

-1.58

-1.56

-1.54

-1.52

-1.50

-1.48

-1.46

-1.44

-1.42

-1.40

1981 1987 1995 2000 2002

観
測
基
準
面
の
標
高
（
T.
P
.,
m
）

補正前の観測基準面標高

補正後の観測基準面標高（1986年～2001年が対象）

尾鷲潮位観測所 補正前後の経年観測基準面標高
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[年]

観測潮位（尾鷲） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.83m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+0.79m

現計画 T.P.+0.58m
⑤T.P.+0.79m ⑥T.P.+0.85m

④T.P.+0.88m
③T.P.+0.80m
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2.1.2.2 2000年度平均成果への改定による影響を補正した潮位観測値
前記に示す手法で2000年度平均成果への改定による影響を観測基準面へ反映し、補正した潮位観測値
を下記のグラフに示す。
結果としては、尾鷲潮位観測所の潮位変動は13cmから4cmになり、鳥羽潮位観測所の潮位変動は5cmか
ら0cmになり、近年に顕著な潮位上昇が見られなかった。
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観測潮位（鳥羽） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.97m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+0.92m

現計画 T.P.+0.81m

③T.P.+0.91m ⑤T.P.+0.97m ⑥T.P.+1.00m

④T.P.+0.97m

鳥羽 潮位観測データ 補正前
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観測潮位（尾鷲） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.83m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+0.70m

現計画 T.P.+0.58m
⑤T.P.+0.79m ⑥T.P.+0.85m

④T.P.+0.77m
③T.P.+0.70m

尾鷲 潮位観測データ 補正前

尾鷲 潮位観測データ 補正後
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観測潮位（鳥羽） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+0.97m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+0.97m

現計画 T.P.+0.81m

③T.P.+0.97m ⑤T.P.+0.97m ⑥T.P.+1.00m

④T.P.+1.03m

鳥羽 潮位観測データ 補正後

0cm

2.1.2 2000年度平均成果への改定前の潮位観測値の取扱い
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観測潮位（津松阪港） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+1.11m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+1.07m

現計画 T.P.+0.94m

③T.P.+1.03m ⑤T.P.+1.09m ⑥T.P.+1.13m

④T.P.+1.10m
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観測潮位（津松阪港） 年平均朔望平均満潮位（H.W.L）

直近10年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：2013年～2022年

T.P.+1.05m

海面上昇量の基準年間におけるH.W.Lの平均

設定期間：1986年～2005年

T.P.+1.07m

現計画 T.P.+0.94m

③T.P.+1.03m ⑤T.P.+1.09m ⑥T.P.+1.08m

④T.P.+1.10m

2.1.3 津松阪港の潮位観測値の取扱い
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津松阪港の潮位観測値の取扱い
津松阪港の潮位観測所において、H26.2の成果とR5.10の水準点成果を比較した。前記の期間内に球分体
の標高が55mm低くなったことを確認できたため、直近10年の潮位観測値を補正した。

津松阪港 潮位観測データ 補正前

津松阪港 潮位観測データ 補正後
R5年度 津松阪港水準点などの測量成果



四日市港 T.P.(m)

気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

1.03 1.11 1.05 1.08 1.03 0.02 0.37 1.42

津松阪港
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

1.07 0.94 1.11 1.13 1.07 0.04 0.35 1.46

鳥羽
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

0.92 0.81 0.97 1.00 0.92 0.05 0.34 1.31

長島港
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

- 0.58 0.84 0.86 0.71 0.13 0.26 1.10

熊野
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

- 0.58 0.85 0.88 0.72 0.13 0.26 1.11

尾鷲
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

0.70 0.58 0.83 0.85 0.70 0.13 0.26 1.09

2.1.4 天文潮位の見直し案
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2.1.4.1 第2回技術部会(R6.2.14)に提示した【案２】
2024年時点で既に起こっている気候変動の影響の考慮し、20世紀末の潮位にRCP2.6シナリオの平均値
（0.39m）を加算する案を提案した。
湾内では2006年～2022年の海面上昇量（d）は5cm以内で微小であり、外洋では13cm程度上昇している。

0.85-(0.83-0.70)

0.84-(0.83-0.70)

※1 2022年までの海面上昇量dは、直近10年（2013年～2022年）の潮位（b）に2005年までの潮位（a）を引いた値としている。
※2 長島港・熊野潮位観測所では2005年までの観測データが無いため、尾鷲潮位観測所の2022年までの海面上昇量dを用いて逆算している。



四日市港 T.P.(m)

気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

1.03 1.11 1.05 1.08 1.03 0.02 0.37 1.42

津松阪港
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

1.07 0.94 1.05 1.13 1.07 -0.02 0.41 1.46

鳥羽
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

0.97 0.81 0.97 1.00 0.97 0.00 0.39 1.36

長島港
気候変動前 a 現計画 直近8年 b 黒潮蛇行期間 採用 c※2 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

- 0.58 0.84 0.86 0.80 0.04 0.35 1.19

熊野
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c※2 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

- 0.58 0.85 0.88 0.81 0.04 0.35 1.20

尾鷲
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

0.79 0.58 0.83 0.85 0.79 0.04 0.35 1.18
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2.1.4.2 取付水準点の2000年度平均成果による影響等を補正した【案３】
案３の値は下記の表となる。
補正後の2006年～2022年の海面上昇量（d）は、全観測所において5cm以内であり、近年の気候変動によ
る海面上昇量が微小であることを確認できた（赤色表示の数字は、補正後の観測値である）。

0.84-(0.83-0.79)=0.80

0.85-(0.83-0.79)=0.81

※1 2022年までの海面上昇量dは、直近10年（2013年～2022年）の潮位（b）に2005年までの潮位（a）を引いた値としている。
※2 長島港・熊野潮位観測所では2005年までの観測データが無いため、尾鷲潮位観測所の2022年までの海面上昇量dを用いて逆算している。

2.1.4 天文潮位の見直し案



２．２伊勢湾台風を外力とした
尾鷲における潮位偏差の再現性について

21

2.2.1 伊勢湾台風を外力とした尾鷲における潮位偏差の再現性
2.2.2 地形による影響を確認するための高潮推算
2.2.3 観測値出典の確認・気象庁へのお問い合わせ・まとめ
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2.2.1 伊勢湾台風を外力とした尾鷲における潮位偏差の再現性

第2回技術部会(R6.2.14)で提示した高潮推算の再現結果の中で、伊勢湾台風を外力として尾鷲での潮位
偏差が観測値（痕跡高）を再現できていないことが確認された。
上記現象の原因を確認するために、以下に示す２つの手法で検証を行った。

①高潮推算を行った際に、沿岸地形による影響を過度に受けた。
→尾鷲入口近傍にある島・岬など回折に寄与しそうな地形を取り除いて高潮推算を行い、地形による影
響を確認した。

②観測値の妥当性
→観測値出典の確認・気象庁へのヒアリング

第2回技術部会(R6.2.14)で提示した
伊勢湾台風を外力とした尾鷲での潮位偏差の計算結果

※観測値・観測値2は、出典の違いによる値が違う。
観測値出典：気象庁「歴史的潮位資料 尾鷲」
観測値2出典：『気象庁技術報告第7号伊勢湾台風調査報告-気象庁』1961年出版

尾鷲付近の地形コンター図

尾鷲
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2.2.2 地形による影響を確認するための高潮推算

2.2.2.1 地形データの変更
下図に示すように、尾鷲入口付近（赤枠）にある

島・岬を周りの水域と同じ地盤高とした。外力条件な
どは伊勢湾台風の実績値を使用する。

元の地形データ

島・岬などを取り除いた地形データ

2.2.2.2 計算結果：有義波高の最大分布
島・岬を取り除くことで、尾鷲における有義波高の
最大分布は大きくなることが確認できた。この計算結
果で得られたRSを使用し、高潮推算を実施した。

元の地形データでの
有義波高の最大分布

島・岬などを取り除いた地形データでの
有義波高の最大分布

※RS：
ラディエーションストレス
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2.2.2 地形による影響を確認するための高潮推算

2.2.2.3 計算結果：最大潮位偏差の分布
島・岬を除去する・しない最大潮位偏差の分布を以
下に示す。地形の変化により潮位偏差は大きな変化
は見られなかった。

2.2.2.4 尾鷲における時系列潮位偏差
尾鷲での時系列潮位偏差について、島・岬を除去
しても潮位偏差がわずか3cm程度の差であった。
尾鷲港内は沿岸近くまでは30m以上の水深があり、
砕波しにくくウェーブセットアップ効果が小さいため、
潮位偏差の構成には気圧による吸上げ+風による吹
寄せの上昇分が支配的となる。
加えて、2018年24号台風を外力とした尾鷲におけ
る潮位偏差の再現性がかなり良いことから、計算結
果は妥当であると考えられる。

0.0
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0.8

1.2

1.6

2.0

26日 6時 26日 9時 26日 12時 26日 15時 26日 18時 26日 21時 27日 0時 27日 3時 27日 6時

潮
位
偏
差

(m
)

時刻

尾鷲

元地形データ結果
島・岬の除去後のRS使用結果

島・岬を除去する・しない尾鷲での時系列潮位偏差

元の地形データ

島・岬などを取り除いた地形データ
【参考】2018年24号台風を外力とした尾鷲での時系列潮位偏差



2.2.3 観測値出典の確認・気象庁への問い合わせ・まとめ

気象庁に公開されている資料や関連論文、関連書籍を収集整理した結果を下記の表に示す。
出典の違いにより、尾鷲における伊勢湾台風時の最大潮位偏差が異なり、最大潮位偏差が2m近くの値は
痕跡による推定された値であることを確認できた。

出典１ 出典２ 出典３ 出典４

気象庁
「歴史的潮位資料 尾鷲」

気象庁
「災害をもたらした気象事例」

柴木ら：密度成層とWave Setupを
考慮した多層高潮推算に関する研
究、2002年

『気象庁技術報告 第7号 伊勢湾台風調
査報告-気象庁』1961年出版

最大潮位偏差=0.75m 最大潮位偏差=2.0m 最大潮位偏差=1.80m 最大潮位偏差=1.97m
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尾鷲における伊勢湾台風時の最大潮位偏差を記録した各資料



2.2.3 観測値出典の確認・気象庁への問い合わせ・まとめ

出典５

三重県
「伊勢湾台風災害復興計画書」S35.10

潮位偏差=1.43m
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尾鷲における伊勢湾台風時の最大潮位偏差を記録した各資料

潮位偏差
= H.H.W.L - H.W.L
= 3.10 - 1.67
= 1.43



2.2.3 観測値出典の確認・気象庁への問い合わせ・まとめ

津地方気象台へヒアリングを行い、尾鷲における伊勢湾台風時の最大潮位偏差について以下のご助言を
いただいた。

• 伊勢湾台風来襲時は紙の時代であり、人がアナログで記録に平滑線を入れて、毎時潮位や満干の潮
位・時刻を読み取り、潮汐月表を作っていた。その毎時潮位に対して偏差を算出し、高潮の最大潮位偏
差とは必ずしも一致しない。

• 尾鷲は当時欠測中か何かで記録がなく、当該時の極値となる痕跡の値（最高潮位）に対する偏差が流通
しているものである。

27

①地形による影響を確認するための高潮推算の結果
②収集整理した気象庁に公開されている資料や関連論文、関連書籍
③気象庁からのご助言

以上のように、尾鷲における伊勢湾台風時の最大潮位偏差（1.82m）は痕跡値である。
本検討で行った伊勢湾台風規模の高潮シミュレーションは他の地域での精度が検証されて
いることから、算出した尾鷲の最大潮位偏差（0.93m）が痕跡値と相違しても問題ないと判断
する。



３. 本日に報告する検討内容
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気候変動を踏まえた海岸保全基本計画変更までの流れ



３. 本日に報告する検討内容
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凡例

気候変動を踏まえた海岸保全基本計画変更までの流れ

現行計画の確認
技術部会での検討範囲

現状外力※1 および将来外力※2の試算

天文潮位 潮位偏差 波浪 津波外力

＜高潮推算＞ ＜波浪推算＞

現状外力※1 および将来外力※2の算定

天文潮位 潮位偏差 波浪 津波外力

＜高潮推算＞ ＜波浪推算＞＜海面上昇量＞

施設整備目標の設定

海岸保全基本計画（原案）

前回報告

今回報告

今後検討

※1「現状外力」とは気候変動の影響を考慮
する前の外力 （ケース１）

※2「将来外力」とは将来的な気候変動によ
る影響を考慮した場合の外力 （ケース２）



４.気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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① これまでの検討概要
② 天文潮位
③ 検討ケース１・２の再計算結果
④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
⑥ 波浪
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① これまでの検討概要
●気候変動を踏まえた計画外力として、検討ケース１・検討ケース２の外力算定を行う。

概要
潮位

波浪
天文潮位 海面上昇量 潮位偏差

現行計画 ー
朔望平均満潮位

台風期平均満潮位
ー

伊勢湾台風規模の
高潮偏差

2006年までの
波浪推算による
50年確率波高

検討ケース１
気候変動考慮前の必要
施設高（外力）の算定
【20世紀末・気候変動前】

朔望
平均満潮位

ー
伊勢湾台風規模の
高潮シミュレーション

（本検討）

2022年までの
波浪推算による
50年確率波高
（本検討）

検討ケース２

現時点における将来的
な最終目標とする必要
施設高（外力）の算定

【気候変動後】

朔望
平均満潮位

0.39m
(2℃上昇)

新伊勢湾台風規模の
高潮シミュレーション

※気候変動による台風中
心気圧低下を考慮

（本検討）

2005年までの波
浪推算による

50年確率波高に
気候変動による
増分を考慮
（本検討）
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① これまでの検討概要

 検討ケース１と検討ケース２の外力及び施設整備必要高を算出
（１）検討ケース１ ： 気候変動による影響を考慮しない施設必要高の算定
（２）検討ケース２ ： 現時点における将来の最終目標とする施設必要高の算定

 算出結果をもとに気候変動の不確実性や施設の耐用年数などを考慮し、当面の施設整備目標（外
力）について今後検討。
（注：2℃上昇シナリオ時の台風強大化の傾向は、2040年からは横ばいとなる。）

気候変動の影響による外力の長期変化と整備目標
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② 天文潮位
●現行計画の朔望平均満潮位は以下となる。

三重県沿岸における朔望平均満潮位
【現行計画】

三重県沿岸における朔望平均満潮位の設定【現行計画】

【伊勢湾区間】
① ： 木曽岬町～桑名市

H.W.L.=T.P.+1.198m
② ： 川越町～鈴鹿市

H.W.L.=T.P.+0.979m
③ ： 津市～神前岬

H.W.L.=T.P.+0.872m

【熊野灘区間】
④ ： 神前岬～小浜（伊勢市南部～鳥羽市北部）＋伊勢湾口の島嶼部

H.W.L.=T.P.+0.690m
⑤ ： 安楽島（鳥羽市北部）～棚橋（紀北町南部）

H.W.L.=T.P.+1.000m
⑥ ： 引本（紀北町南部）～行野浦（尾鷲市東部）

H.W.L.=T.P.+0.581m
⑦ ： 吉江（尾鷲市東部）～紀宝町

H.W.L.=T.P.+0.588m

①T.P.+1.198m

②T.P.+0.979m

③T.P.+0.872m

⑤T.P.+1.000m

④T.P.+0.690m

⑥T.P.+0.581m

⑦T.P.+0.588m

④T.P.+0.690m

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

津松阪港

鳥羽

長島港

尾鷲

熊野

台風期平均満潮位
【伊勢湾区間】
① ： H.W.L.=T.P.+0.970m
② ： H.W.L.=T.P.+0.850m ～ +0.830m
③ ： H.W.L.=T.P.+0.760m ～ +0.663m

台風期平均満潮位
【熊野灘区間】
④ ： H.W.L.=T.P.+0.663m
⑤ ： H.W.L.=T.P.+0.563m ～ 0.790m
⑥ ： H.W.L.=T.P.+0.353m
⑦ ： H.W.L.=T.P.+0.460m
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② 天文潮位
●津松阪港・鳥羽・尾鷲の潮位観測値を補正し、検討ケース１の朔望平均満潮位を決定した。

四日市港 T.P.(m)

気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

1.03 1.11 1.05 1.08 1.03 0.02 0.37 1.42

津松阪港
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

1.07 0.94 1.05 1.13 1.07 -0.02 0.41 1.46

鳥羽
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

0.97 0.81 0.97 1.00 0.97 0.00 0.39 1.36

長島港
気候変動前 a 現計画 直近8年 b 黒潮蛇行期間 採用 c※2 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

- 0.58 0.84 0.86 0.80 0.04 0.35 1.19

熊野
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c※2 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

- 0.58 0.85 0.88 0.81 0.04 0.35 1.20

尾鷲
気候変動前 a 現計画 直近10年 b 黒潮蛇行期間 採用 c 2022年までの海面上昇量※1 2100年までの海面上昇量 気候変動後（2100年）

1986年～2005年 2013年～2022年 2017年～2022年 2025年 d=b-a e=0.39-d c+0.39

0.79 0.58 0.83 0.85 0.79 0.04 0.35 1.18

※1 2022年までの海面上昇量dは、直近10年（2013年～2022年）の潮位（b）に2005年までの潮位（a）を引いた値としている。
※2 長島港・熊野潮位観測所では2005年までの観測データが無いため、尾鷲潮位観測所の2022年までの海面上昇量dを用いて逆算している。

検討ケース１ 検討ケース２
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② 天文潮位
●検討ケース１の朔望平均満潮位を以下のように見直す。
●検討ケース２は各区間の朔望平均満潮位に0.39cmを加算することとする。

三重県沿岸における朔望平均満潮位の設定【検討ケース１】

【伊勢湾区間】
① ： 木曽岬町～桑名市

H.W.L.=T.P.+1.20m （名古屋港の潮位データを使用）
② ： 川越町～鈴鹿市

H.W.L.=T.P.+1.03m
③ ： 津市～神前岬

H.W.L.=T.P.+1.07m

【熊野灘区間】
④ ： 神前岬～大紀町

H.W.L.=T.P.+0.97m
⑤ ： 紀北町

H.W.L.=T.P.+0.80m
⑥ ： 尾鷲市

H.W.L.=T.P.+0.79m
⑦ ： 熊野市～紀宝町

H.W.L.=T.P.+0.81m

三重県沿岸における朔望平均満潮位
【検討ケース１】

②T.P.+1.03m

③T.P.+1.07m

④T.P.+0.97m

⑤T.P.+0.80m

⑥T.P.+0.79m

⑦T.P.+0.81m

①T.P.+1.20m

四日市港

津松阪港

鳥羽

長島港

尾鷲

熊野

地図出典：国土地理院地図より加筆
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② 天文潮位
●現行計画と見直し案との比較
 熊野灘の紀北町北部以外、検討ケース１は現行計画より高いかほぼ同様である。
 見直された天文潮位で、検討ケース１・２の再計算を行い、潮位偏差と設計高潮位の境界設定を行った。

木曽岬町～桑名市
1.198 m

川越町～鈴鹿市
0.979 m

津市～神前岬
0.872 m

神前岬～小浜
0.690 m

安楽島～棚橋
1.000 m

伊勢湾口の島嶼部
0.690 m

安楽島～棚橋
1.000 m

引本～行野浦
0.581 m

吉江～紀宝町
0.588 m

1.20 m

1.03 m
1.07 m

0.97 m

0.80 m 0.79 m 0.81 m

木曽岬町～桑名市
1.59 m

川越町～鈴鹿市
1.42 m

津市～神前岬
1.46 m 神前岬～大紀町

1.36 m

紀北町
1.19 m

尾鷲市
1.18 m

熊野市～紀宝町
1.20 m

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

天
文
潮
位
（

T
.P

.,
m
）

現行計画 検討ケース1 検討ケース2
伊勢湾 熊野灘

四日市港 津松阪港 鳥羽 長島港 尾鷲 熊野

潮位観測所観測値の反映範囲

朔
望

平
均

満
潮

位
（
T.
P.
,m

）

名古屋港

朔望平均満潮位現行計画と検討ケース1・2の比較
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③ 検討ケース１・２の再計算結果
●見直された天文潮位を用いて、検討ケース１・２の高潮推算を再計算し、検討ケース１と検討ケース２との
潮位偏差変化量（差分・倍率）を算出した。
●潮位偏差の変化倍率は1.027～1.078倍であり、アンサンブル気候予測データセット（d4PDF)を利用した過
年度検討の結論（1.02～1.07倍）とほぼ一致している。
●最高潮位は、全地点が上昇している。

四日市港 津松阪港 鳥羽 長島港 尾鷲 熊野

検討ケース１
(m)

2.867 1.516 1.062 0.957 0.925 1.114

検討ケース２
(m)

3.001 1.620 1.111 1.032 0.978 1.144

差分 0.134 0.104 0.049 0.075 0.053 0.030

倍率 1.047 1.069 1.046 1.078 1.057 1.027

四日市港 津松阪港 鳥羽 長島港 尾鷲 熊野

検討ケース１
(T.P.+m）

3.897 2.586 2.032 1.757 1.725 1.914

検討ケース２
(T.P.+m）

4.421 3.080 2.471 2.222 2.168 2.334

差分 0.524 0.494 0.439 0.465 0.443 0.420

倍率 1.134 1.191 1.216 1.265 1.257 1.219

■潮位偏差の変化量

■最高潮位の変化量
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案１：現行区分と概ね同様の境界で設定する

①3.70m

②3.31m

③3.01m

④2.43m

津松阪港

鳥羽

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

伊勢湾区間 潮位偏差 案１

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案１：現行区分と概ね同様の境界で設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案１
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【設計高潮位】案１：現行区分と概ね同様の境界で設定する

伊勢湾区間 設計高潮位 案１

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案２：海岸の特徴や河川の位置を勘案して境界を設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案２

①3.70m

②3.31m

③3.01m

津松阪港

鳥羽

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

④2.42m

⑤1.91m

⑥1.32m

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案２：海岸の特徴や河川の位置を勘案して境界を設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案２
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【設計高潮位】案２：海岸の特徴や河川の位置を勘案して境界を設定する

伊勢湾区間 設計高潮位 案２

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案３：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、地区海岸で境界を設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案３

①3.70m
②3.31m

③3.08m

津松阪港

鳥羽

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

⑥2.43m

⑧1.56m

⑨1.38m

④3.01m

⑤2.67m

⑦1.91m

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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現行計画 検討ケース1(計算値) 検討ケース2(計算値) 検討ケース2 案3(一連海岸)
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案３：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、地区海岸で境界を設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案３
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４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【設計高潮位】案３：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、地区海岸で境界を設定する

伊勢湾区間 設計高潮位 案３

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市



４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案４：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案４

①3.70m
②3.31m

③3.08m

津松阪港

鳥羽

地図出典：国土地理院地図より加筆

四日市港

⑥2.43m

⑧1.56m

⑨1.41m

④3.01m

⑤2.84m

⑦1.91m

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【潮位偏差】案４：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

伊勢湾区間 潮位偏差 案４
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④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【設計高潮位】案４：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

伊勢湾区間 設計高潮位 案４

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市



木
曽
岬
海
岸
木
曽
岬
地
区

長
島
海
岸
長
島
地
区

桑
名
海
岸
城
南
第2

地
区

桑
名
海
岸
城
南
第1

地
区

川
越
海
岸
川
越
地
区
川
越
北
地
先

川
越
漁
港
海
岸

川
越
海
岸
川
越
地
区
川
越
南
地
先

川
越
海
岸
川
越
地
区
川
越
東
地
先

四
日
市
海
岸
高
松
地
区

四
日
市
港
海
岸
富
州
原
港
地
区

四
日
市
港
海
岸
富
双
地
区

四
日
市
海
岸
富
田
地
区

四
日
市
港
海
岸
富
田
港
地
区

四
日
市
海
岸
富
田
浜
地
区

四
日
市
海
岸
霞
ヶ
浦
地
区

四
日
市
海
岸
羽
津
地
区

四
日
市
港
海
岸
午
起
地
区

四
日
市
港
海
岸
大
協
地
区

四
日
市
港
海
岸
運
河
地
区

四
日
市
港
海
岸1

号
地
地
区

四
日
市
港
海
岸2

号
地
地
区

四
日
市
港
海
岸
塩
浜
地
区

四
日
市
港
海
岸
石
原
地
区

四
日
市
海
岸
磯
津
地
区

磯
津
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）

楠
海
岸
吉
崎
地
区

楠
海
岸
楠
地
区

楠
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）

楠
海
岸
南
五
味
塚
地
区

鈴
鹿
海
岸
南
長
太
地
区

鈴
鹿
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）
北
長
太
・
下
箕
田
地
先

鈴
鹿
海
岸
下
箕
田
地
区

若
松
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）
若
松
地
先

鈴
鹿
海
岸
北
若
松
地
区

千
代
崎
港
海
岸
山
中
地
区

千
代
崎
港
海
岸
西
河
原
地
区

千
代
崎
港
海
岸
千
代
崎
地
区

千
代
崎
港
海
岸
原
永
地
区

鈴
鹿
海
岸
南
若
松
地
区

白
子
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）
白
子
地
先

白
子
港
海
岸
江
島
地
区

白
子
港
海
岸
白
子
地
区

白
子
港
海
岸
前
浜
地
区

鈴
鹿
海
岸
磯
山
地
区

河
芸
海
岸
千
里
地
区

河
芸
海
岸
上
野
地
区

河
芸
漁
港
海
岸
（
県
営
）

津
海
岸
白
塚
地
区

白
塚
漁
港
海
岸
（
県
営
）

津
海
岸
栗
真
地
区

津
松
阪
港
海
岸
河
芸
地
区

津
松
阪
港
海
岸
松
本
崎
地
区

津
松
阪
港
海
岸
中
河
原
乙
部
地
区

津
松
阪
港
海
岸
阿
漕
藤
枝
米
津
地
区

津
松
阪
港
海
岸
伊
倉
津
地
区

香
良
洲
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）

津
松
阪
港
海
岸
香
良
洲
地
区

津
松
阪
港
海
岸
鵲
地
区

津
松
阪
港
海
岸
天
白
地
区

津
松
阪
港
海
岸
松
ヶ
崎
地
区

猟
師
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）
松
阪
市
地
区

津
松
阪
港
海
岸
猟
師
地
区

津
松
阪
港
海
岸
大
口
地
区

津
松
阪
港
海
岸
西
黒
部
地
区

松
阪
海
岸
吹
井
ノ
浦
地
区

明
和
海
岸
川
尻
地
区

明
和
海
岸
下
御
糸
地
区

明
和
海
岸
北
藤
原
地
区

下
御
糸
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）

明
和
海
岸
浜
田
地
区

明
和
海
岸
大
淀
地
区

大
淀
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）
大
淀
地
区

大
淀
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）
東
大
淀
地
区

伊
勢
海
岸
北
浜
地
区
北
浜
西
地
先

村
松
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）

伊
勢
海
岸
村
松
地
区

伊
勢
海
岸
北
浜
地
区
北
浜
東
地
先

豊
北
漁
港
海
岸
（
市
町
営
）

伊
勢
海
岸
東
豊
浜
地
区

宇
治
山
田
港
海
岸
大
湊
地
区

宇
治
山
田
港
海
岸
二
見
地
区

二
見
浦
海
岸
江
地
区

二
見
浦
海
岸
神
前
地
区
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設
計
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現行計画
検討ケース2 案1(採用値)
検討ケース2 案2(採用値)
検討ケース2 案3(採用値)
検討ケース2 案4(採用値)

４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果

50

④ 潮位偏差・設計高潮位の区分：伊勢湾区間
●【設計高潮位】案１～案４の比較

木曽岬町
桑名市
川越町 四日市市 鈴鹿市 津市 松阪市 明和町 伊勢市

伊勢湾区間 設計高潮位 案１～案４の比較



①1.62m

鳥羽

長島港

尾鷲

熊野

①1.62m

②2.07m

③1.96m

④1.92m
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地図出典：国土地理院地図より加筆
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案１：現行区分と概ね同様の境界で設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案１

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。



二
見
海
岸
松
下
地
区

鳥
羽
海
岸
小
浜
地
区

鳥
羽
港
海
岸
小
浜
地
区

鳥
羽
港
海
岸
赤
崎
地
区

安
楽
島
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

鳥
羽
海
岸
浦
村
地
区
本
浦
南
地
先

鳥
羽
海
岸
大
吉
地
区

石
鏡
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

国
崎
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

相
差
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

鳥
羽
海
岸
牛
島
牛
島
地
区

答
志
漁
港
海
岸
（県
営
）

鳥
羽
海
岸
神
島
神
島
地
区
神
島
西
地
先

鳥
羽
港
海
岸
坂
手
地
区

鳥
羽
海
岸
菅
島
地
区

鳥
羽
海
岸
菅
島
菅
島
地
区
網
ノ
浜
地
先

的
矢
港
海
岸
堅
子
地
区

磯
部
海
岸
渡
鹿
野
地
区

磯
部
海
岸
三
ヶ
所
地
区

的
矢
港
海
岸
阿
瀬
地
区

阿
児
海
岸
田
尻
地
区

阿
児
海
岸
志
島
地
区

波
切
漁
港
海
岸
（県
営
）

片
田
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

越
賀
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

志
摩
海
岸
小
島
小
島
地
区

志
摩
海
岸
御
座
地
区
御
座
東
地
先

志
摩
海
岸
片
田
地
区

志
摩
海
岸
間
崎
島
地
区
間
崎
島
南
地
先

阿
児
海
岸
立
神
地
区

大
王
海
岸
波
切
浦
地
区

阿
児
海
岸
神
明
浦
地
区
神
明
東
地
先

阿
児
海
岸
神
明
浦
地
区
神
明
西
地
先

浜
島
海
岸
大
崎
地
区

浜
島
海
岸
迫
子
地
区
迫
子
中
地
先

浜
島
海
岸
菅
田
地
区

浜
島
海
岸
目
戸
地
区

南
勢
海
岸
田
曽
浦
地
区

南
勢
海
岸
宿
浦
地
区

五
ヶ
所
港
海
岸
下
津
浦
地
区

南
勢
海
岸
飯
満
地
区

南
勢
海
岸
中
津
浜
浦
地
区

南
勢
海
岸
内
瀬
地
区

南
勢
海
岸
迫
間
浦
地
区

南
勢
海
岸
礫
浦
地
区

南
勢
海
岸
相
賀
浦
地
区
相
賀
浦
西
地
先

南
島
海
岸
大
方
浦
地
区

南
島
海
岸
大
江
地
区

阿
曽
浦
漁
港
海
岸(

市
町
営
）土
穴
地
区

南
島
海
岸
慥
柄
地
区
慥
柄
西
地
先

南
島
海
岸
奈
屋
浦
地
区

南
島
海
岸
河
内
地
区

南
島
海
岸
神
前
浦
地
区

南
島
海
岸
古
和
浦
地
区

南
島
海
岸
棚
橋
地
区

長
島
海
岸
野
々
瀬
地
区

長
島
港
海
岸
江
の
浦
地
区

長
島
港
海
岸
中
ノ
島
地
区

長
島
海
岸
名
古
地
区

長
島
海
岸
新
田
元
谷
地
区

三
浦
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

海
山
海
岸
須
崎
地
区

島
勝
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

須
賀
利
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

海
山
海
岸
寺
倉
地
区

海
山
海
岸
小
山
浦
地
区

尾
鷲
港
海
岸
国
市
地
区

尾
鷲
海
岸
大
曽
根
地
区
大
曽
根
東
地
先

尾
鷲
海
岸
川
向
小
口
地
区

尾
鷲
海
岸
戸
丸
エ
ビ
レ
地
区

三
木
里
港
海
岸
三
木
里
地
区

賀
田
港
海
岸
曽
根
地
区

熊
野
海
岸
須
野
地
区

二
木
島
港
海
岸
二
木
島
地
区

熊
野
海
岸
波
田
須
地
区

熊
野
海
岸
井
内
浦
地
区

熊
野
海
岸
磯
崎
－
７
地
区

熊
野
海
岸
有
馬
地
区

紀
宝
海
岸
井
田
地
区
井
田
北
地
先
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現行計画 検討ケース1(計算値) 検討ケース2(計算値) 検討ケース2 案1(一連海岸)

1 2 3 2 4 2 5 6 7 8 9 10
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案１：現行区分と概ね同様の境界で設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案１

伊勢市
鳥羽市 志摩市 南伊勢町

大紀町
紀北町 尾鷲市

熊野市
御浜町
紀宝町



二
見
海
岸
松
下
地
区

鳥
羽
海
岸
小
浜
地
区

鳥
羽
港
海
岸
小
浜
地
区

鳥
羽
港
海
岸
赤
崎
地
区

安
楽
島
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

鳥
羽
海
岸
浦
村
地
区
本
浦
南
地
先

鳥
羽
海
岸
大
吉
地
区

石
鏡
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

国
崎
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

相
差
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

鳥
羽
海
岸
牛
島
牛
島
地
区

答
志
漁
港
海
岸
（県
営
）

鳥
羽
海
岸
神
島
神
島
地
区
神
島
西
地
先

鳥
羽
港
海
岸
坂
手
地
区

鳥
羽
海
岸
菅
島
地
区

鳥
羽
海
岸
菅
島
菅
島
地
区
網
ノ
浜
地
先

的
矢
港
海
岸
堅
子
地
区

磯
部
海
岸
渡
鹿
野
地
区

磯
部
海
岸
三
ヶ
所
地
区

的
矢
港
海
岸
阿
瀬
地
区

阿
児
海
岸
田
尻
地
区

阿
児
海
岸
志
島
地
区

波
切
漁
港
海
岸
（県
営
）

片
田
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

越
賀
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

志
摩
海
岸
小
島
小
島
地
区

志
摩
海
岸
御
座
地
区
御
座
東
地
先

志
摩
海
岸
片
田
地
区

志
摩
海
岸
間
崎
島
地
区
間
崎
島
南
地
先

阿
児
海
岸
立
神
地
区

大
王
海
岸
波
切
浦
地
区

阿
児
海
岸
神
明
浦
地
区
神
明
東
地
先

阿
児
海
岸
神
明
浦
地
区
神
明
西
地
先

浜
島
海
岸
大
崎
地
区

浜
島
海
岸
迫
子
地
区
迫
子
中
地
先

浜
島
海
岸
菅
田
地
区

浜
島
海
岸
目
戸
地
区

南
勢
海
岸
田
曽
浦
地
区

南
勢
海
岸
宿
浦
地
区

五
ヶ
所
港
海
岸
下
津
浦
地
区

南
勢
海
岸
飯
満
地
区

南
勢
海
岸
中
津
浜
浦
地
区

南
勢
海
岸
内
瀬
地
区

南
勢
海
岸
迫
間
浦
地
区

南
勢
海
岸
礫
浦
地
区

南
勢
海
岸
相
賀
浦
地
区
相
賀
浦
西
地
先

南
島
海
岸
大
方
浦
地
区

南
島
海
岸
大
江
地
区

阿
曽
浦
漁
港
海
岸(

市
町
営
）土
穴
地
区

南
島
海
岸
慥
柄
地
区
慥
柄
西
地
先

南
島
海
岸
奈
屋
浦
地
区

南
島
海
岸
河
内
地
区

南
島
海
岸
神
前
浦
地
区

南
島
海
岸
古
和
浦
地
区

南
島
海
岸
棚
橋
地
区

長
島
海
岸
野
々
瀬
地
区

長
島
港
海
岸
江
の
浦
地
区

長
島
港
海
岸
中
ノ
島
地
区

長
島
海
岸
名
古
地
区

長
島
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現行計画 検討ケース2 案1(一連海岸) 検討ケース2 案1(採用値)

４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【設計高潮位】案１：現行区分と概ね同様の境界で設定する

熊野灘区間 設計高潮位 案１
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御浜町
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地図出典：国土地理院地図より加筆
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４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案２：海岸の特徴や河川の位置を勘案して境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案２

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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現行計画 検討ケース1(計算値) 検討ケース2(計算値) 検討ケース2 案2(一連海岸)
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４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案２：海岸の特徴や河川の位置を勘案して境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案２
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現行計画 検討ケース2 案2(一連海岸) 検討ケース2 案2(採用値)

４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【設計高潮位】案２：海岸の特徴や河川の位置を勘案して境界を設定する

熊野灘区間 設計高潮位 案２
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地図出典：国土地理院地図より加筆
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４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案３：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案３

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案３：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案３

伊勢市
鳥羽市 志摩市 南伊勢町

大紀町
紀北町 尾鷲市

熊野市
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紀宝町



二
見
海
岸
松
下
地
区

鳥
羽
海
岸
小
浜
地
区

鳥
羽
港
海
岸
小
浜
地
区

鳥
羽
港
海
岸
赤
崎
地
区

安
楽
島
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

鳥
羽
海
岸
浦
村
地
区
本
浦
南
地
先

鳥
羽
海
岸
大
吉
地
区

石
鏡
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

国
崎
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

相
差
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

鳥
羽
海
岸
牛
島
牛
島
地
区

答
志
漁
港
海
岸
（県
営
）

鳥
羽
海
岸
神
島
神
島
地
区
神
島
西
地
先

鳥
羽
港
海
岸
坂
手
地
区

鳥
羽
海
岸
菅
島
地
区

鳥
羽
海
岸
菅
島
菅
島
地
区
網
ノ
浜
地
先

的
矢
港
海
岸
堅
子
地
区

磯
部
海
岸
渡
鹿
野
地
区

磯
部
海
岸
三
ヶ
所
地
区

的
矢
港
海
岸
阿
瀬
地
区

阿
児
海
岸
田
尻
地
区

阿
児
海
岸
志
島
地
区

波
切
漁
港
海
岸
（県
営
）

片
田
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

越
賀
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

志
摩
海
岸
小
島
小
島
地
区

志
摩
海
岸
御
座
地
区
御
座
東
地
先

志
摩
海
岸
片
田
地
区

志
摩
海
岸
間
崎
島
地
区
間
崎
島
南
地
先

阿
児
海
岸
立
神
地
区

大
王
海
岸
波
切
浦
地
区

阿
児
海
岸
神
明
浦
地
区
神
明
東
地
先

阿
児
海
岸
神
明
浦
地
区
神
明
西
地
先

浜
島
海
岸
大
崎
地
区

浜
島
海
岸
迫
子
地
区
迫
子
中
地
先

浜
島
海
岸
菅
田
地
区

浜
島
海
岸
目
戸
地
区

南
勢
海
岸
田
曽
浦
地
区

南
勢
海
岸
宿
浦
地
区

五
ヶ
所
港
海
岸
下
津
浦
地
区

南
勢
海
岸
飯
満
地
区

南
勢
海
岸
中
津
浜
浦
地
区

南
勢
海
岸
内
瀬
地
区

南
勢
海
岸
迫
間
浦
地
区

南
勢
海
岸
礫
浦
地
区

南
勢
海
岸
相
賀
浦
地
区
相
賀
浦
西
地
先

南
島
海
岸
大
方
浦
地
区

南
島
海
岸
大
江
地
区

阿
曽
浦
漁
港
海
岸(

市
町
営
）土
穴
地
区

南
島
海
岸
慥
柄
地
区
慥
柄
西
地
先

南
島
海
岸
奈
屋
浦
地
区

南
島
海
岸
河
内
地
区

南
島
海
岸
神
前
浦
地
区

南
島
海
岸
古
和
浦
地
区

南
島
海
岸
棚
橋
地
区

長
島
海
岸
野
々
瀬
地
区

長
島
港
海
岸
江
の
浦
地
区

長
島
港
海
岸
中
ノ
島
地
区

長
島
海
岸
名
古
地
区

長
島
海
岸
新
田
元
谷
地
区

三
浦
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

海
山
海
岸
須
崎
地
区

島
勝
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

須
賀
利
漁
港
海
岸
（市
町
営
）

海
山
海
岸
寺
倉
地
区

海
山
海
岸
小
山
浦
地
区

尾
鷲
港
海
岸
国
市
地
区

尾
鷲
海
岸
大
曽
根
地
区
大
曽
根
東
地
先

尾
鷲
海
岸
川
向
小
口
地
区

尾
鷲
海
岸
戸
丸
エ
ビ
レ
地
区

三
木
里
港
海
岸
三
木
里
地
区

賀
田
港
海
岸
曽
根
地
区

熊
野
海
岸
須
野
地
区

二
木
島
港
海
岸
二
木
島
地
区

熊
野
海
岸
波
田
須
地
区

熊
野
海
岸
井
内
浦
地
区

熊
野
海
岸
磯
崎
－
７
地
区

熊
野
海
岸
有
馬
地
区

紀
宝
海
岸
井
田
地
区
井
田
北
地
先

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

設
計
高
潮
位

(T
.P

.,
m

)

現行計画 検討ケース2 案3(一連海岸) 検討ケース2 案3(採用値)

４. 気候変動を踏まえた計画外力の検討結果

59

⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【設計高潮位】案３：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 設計高潮位 案３
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案４：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案４

※図中の数字は、検討ケース２で計算された潮位
偏差を使用した各区分の提案値である。
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【潮位偏差】案４：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 潮位偏差 案４
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現行計画 検討ケース2 案4(一連海岸) 検討ケース2 案4(採用値)
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【設計高潮位】案４：海岸の特徴や河川の位置を勘案し、行政管理面も含めて地区海岸で境界を設定する

熊野灘区間 設計高潮位 案４
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現行計画 検討ケース2 案1(採用値) 検討ケース2 案2(採用値) 検討ケース2 案3(採用値) 検討ケース2 案4(採用値)
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⑤ 潮位偏差・設計高潮位の区分：熊野灘区間
●【設計高潮位】案１～案４の比較

伊勢市
鳥羽市 志摩市 南伊勢町

大紀町
紀北町 尾鷲市

熊野市
御浜町
紀宝町

熊野灘区間 設計高潮位 案１～案４の比較
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⑥ 波浪
●三重県の沿岸において、現行計画の沖波算定地点は45箇所である。

内
湾
域
：26
点

狭
領
域
：19
点

三重県沿岸における沖波算定地点の位置
【現行計画】

出典：東海沿岸沖波推算業務委託、平成20年3月

出典：国土地理院地図より加筆
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⑥ 波浪
●現行計画と検討ケース１との比較：内湾域（M01～M25）
 M20以外はほぼ変動がない。
→M20については、メッシュサイズが小さくなったため（1.5km→1.0km）、伊勢湾口の神島背後への回り込

みがしやすくなる。

現行計画と本検討との比較：50年確率有義波周期

現行計画と本検討との比較：50年確率有義波高

神島

内湾域
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⑥ 波浪
●現行計画と検討ケース１との比較：狭領域（M26～M44）
 波浪がやや増大傾向となっている。
→2007年以降に大きな擾乱があった。（2018年台風第24号等）
→メッシュサイズが小さくなり（3.0km→1.0km） 、計算精度が向上している。
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⑥ 波浪
●検討ケース２の波浪について
 現行計画の波浪は1955～2006年の擾乱を対象としている。2006年の擾乱は6擾乱（全擾乱数の2%）のみ

であり、勢力としても上位10位にも入らず外力が弱いため、現行計画を気候変動前の確率波と見なす。

 波浪計算の結果、現行計画×1.01倍＜検討ケース１ となる地点が存在したことから、地点ごとに大きな
波高を採用するものとする。
・計算ケースは以下に示す。
現行計画×1.01＜検討ケース１の場合：検討ケース２＝検討ケース１
現行計画×1.01＞検討ケース１の場合：検討ケース２＝現行計画×1.01

現行計画と検討ケース１との比較：50年確率有義波高 現行計画と検討ケース１との比較：50年確率有義波周期

※周期の算出については、有義波
高において現行計画×1.01のほうが
大きい場合、現行計画の算出条件を
用いて波形勾配法で再算出する。
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既存施設の評価
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① 対象施設の選定
② 対象施設の必要天端高の算定
③ 対象施設の評価の考え方
④ 対象施設の評価を踏まえた今後検討の考え方
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① 既存施設の選定
●下記に示す10箇所のうち、5箇所を対象施設として選定し、検討ケース２を外力とした既存施設への評価
を行う。

番号 海岸名 対象となる構造

１ 長島地区海岸 堤防

２ 千代崎港海岸山中 堤防

３ 津松阪港阿漕藤枝米津 堤防

４ 宇治山田港海岸二見 堤防

５ 鳥羽港海岸岩崎 護岸

６ 的矢港海岸的矢 護岸

７ 国府地区海岸 護岸

８ 相賀浦東地先海岸 堤防

９ 長島港中ノ島地区 護岸

１０ 阿田和地区海岸 堤防

地図出典：国土地理院地図より加筆
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② 既存施設の必要天端高の算定
●各対象施設について、①現行計画の設計高潮位、 ②検討ケース２、 ③計画天端高、 ④現況天端高、
⑤検討ケース２に必要な天端高の設計高潮位を比較した。
●一部の地区において、検討ケース２に必要な天端高を満足せず、計画天端高の見直しが必要である。

T.P.,m

No 海岸名 構造形式
①設計高潮位

現行
②設計高潮位
検討ケース２

③計画天端高 ④現況天端高
⑤必要天端高
検討ケース２

判定

1 長島地区海岸 堤防 4.52 5.29 8.50 8.10 10.95 NG

4 宇治山田港海岸二見 堤防 2.51 2.87 3.77 3.77 4.84 NG

5 鳥羽港海岸岩崎 護岸 2.51 2.62 2.77 2.77 2.95 NG

6 的矢港海岸的矢 護岸 2.51 2.52 2.77 2.77 3.17 NG

9 長島港中ノ島地区 護岸 2.84 2.84 3.20 3.20 3.06 OK
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③ 既存施設に対する評価

●2024年（令和6年）時点で整備されている既存施設の計画天端高は、伊勢湾高潮対策協議会やその後の状
況の変化に対応するように整備されている。そのため、計画天端高で整備されている地区が多い。

●しかしながら、検討ケース２（気候変動を踏まえた計画外力）に対して防護機能を確保するには、天端高さが
不足する施設が生じる。

→検討ケース２に必要な天端高が現況天端高を超える区間については、計画天端高の見直しが必要である。

【施設整備目標の検討イメージ】

出典：国土交通省「港湾における気候変動適応策の実装方針 参考資料」P69
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④ 既存施設の評価を踏まえた今後検討の考え方

●対象施設の現状評価の結果を踏まえ、以下の検討を行い、施設整備目標を設定する。
 気候変動による平均海面上昇速度等を踏まえた、外力変化の時系列の考え方
 施設耐用年数、改良・更新・維持管理等を考慮した、施設整備の目標年の設定
 防護水準における余裕高の考え方
 背後地の重要度（被害の程度）を踏まえた必要高の設定

●津波外力について、初期潮位に海面上昇量を考慮した津波シミュレーションを実施し、津波による必要天
端高を算定する。
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① 潮位偏差・設計高潮位の見直しについて
② 沖浪の見直しについて
③ 気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価について
④ 段階的な整備を計画する際の考え方について
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① 潮位偏差・設計高潮位の見直しについて
●潮位偏差・設計高潮位の４つの区分案についてご意見をいただきたい。

伊勢湾区間 設計高潮位 案１～案４の比較 熊野灘区間 設計高潮位 案１～案４の比較
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現行計画
検討ケース2 案1(採用値)
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現行計画 検討ケース2 案1(採用値) 検討ケース2 案2(採用値) 検討ケース2 案3(採用値) 検討ケース2 案4(採用値)

伊勢市
鳥羽市 志摩市 南伊勢町

大紀町
紀北町 尾鷲市

熊野市
御浜町
紀宝町
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② 沖浪の見直しについて
●検討ケース２の考え方について、提案の通りで良いか。
現行計画×1.01＜検討ケース１の場合：検討ケース２＝検討ケース１
現行計画×1.01＞検討ケース１の場合：検討ケース２＝現行計画×1.01
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現行計画（1955年～2006年）

検討ケース１（1955年～2022年）

現行計画✕1.01倍と検討ケース１のMAX値

（検討ケース２：暫定）

内湾域 狭領域
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現行計画（1955年～2006年）

検討ケース１（1955年～2022年）

内湾域 狭領域

現行計画と検討ケース１との比較：50年確率有義波高 現行計画と検討ケース１との比較：50年確率有義波周期

※周期の算出については、有義波
高において現行計画×1.01のほうが
大きい場合、現行計画の算出条件を
用いて波形勾配法で再算出する。
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③ 気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価について
●潮位偏差・設計高潮位と沖波の計算結果と採用案（潮位と波浪のバランス）

• 区分の考え方
• 採用値の考え方

④ 段階的な整備を計画する際の考え方について
●現場への実装方針

• 「気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言」の考え方をベースにし、「港湾における気候変動適
応策の実装方針」を参考とする。

【気候変動を踏まえた海岸保全のあり方 提言】 【港湾における気候変動適応策の実装方針】
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協議 開催時期 内容（予定）

検討委員会技術部会 ① 2023/09/12
・ 計画変更が必要となった経緯
・ 現行計画の防護目標、気候変動を踏まえた技術的検討方針

検討委員会 ① 2023/10/25
・ 計画変更が必要となった経緯
・ 具体的な変更の方向性

検討委員会技術部会 ② 2024/02/14
・ 現状外力の試算結果
・ 将来外力の試算結果

検討委員会技術部会 ③ 2024/09/18
・気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
・気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価結果

検討委員会 ② 2024/10/16
・気候変動を踏まえた計画外力の検討結果
・気候変動を踏まえた計画外力による既存施設の評価結果
・海岸保全基本計画の変更計画（原案）の作成（環境、利用）

検討委員会技術部会 ④ 2025年1月（予定）
・気候変動を踏まえた計画外力（設計津波）の検討結果
・気候変動に対応する段階的な整備手法について

検討委員会 ③ 2025年2月（予定）
・気候変動を踏まえた計画外力（設計津波）の検討結果
・気候変動に対応する段階的な整備手法について
・ 海岸保全基本計画の変更計画（原案）の作成



７. 今後のスケジュール

79

海岸保全基本計画の本案作成変更及び対策に向けたスケジュール（案）

４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月 ４月～６月 ７月～９月 １０月～１２月 １月～３月

計画外力の検討

海岸保全基本計画案作成
（環境・利用）

海岸保全基本計画案作成
（防護）

関係行政機関調整会議

検討委員会技術部会

検討委員会

沿岸調整会議

関係市町意見聴取

常任委員会報告

パブリックコメント

計画変更
（大臣報告）

設計指針改正
（現場実装）

令和６年度令和５年度 令和７年度

令和６年９月時点

設計指針改正作業


